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.
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蘭
附
に
起
れ
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實
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見
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必
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し
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ら
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得
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縮
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。
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岡
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三
竿 

一
ニ
一 
丄
三
ニ
片 

四
片
四
又
は
三
分
六
の
增
加

一
八
九
四
I

一
九
二I)

平 

i

六
ニ
ー
三
五
九
磅 

一
〇
磅
四
又
は
六
分
四
墦

.

.一.
A

九 3
.

丨一

九 I 
三.
¥

V

七
谤
四
丨
三
〇
谤
三 

__
.
三
志
六

片

又

は

一

11

分
九
增

一
八
九
五
丨
一
九
一
三 

1

七
雜
七
I
 
ニ
七
磅
-

:

1

〇
志
三
片
又
はU

分
九
啦

九

五

丨

一

九

1

三
半 

八
九
、五
丨
ー
〇
六
、五 

九
>1

又
は
一
.
分

一

傾

咐

1

八
九
六

—
一

九

一

三¥ 

ニ

分

主

妞

增
■.

1

八
九
七I

ー
九
ニ
三
.
年 

1

1
分
四
：：
土

—

三
分
四
一

前
表
.に
據
る
に
、
第
ー
1

項

以

下

の

六

項

は

金

貨

の

人「

方
に
、
金
貨
の
# '

進
し
た
る
第
二
#
に
第
四
の
雨
時 

ロ 

f

A
當
の
著
し
ぐ
增
進
せW

る第
： .

一
幷
に
第
H

の

兩

期

：に
於
て
、
增
加
し
た
る
こ
ビ
.を
推
窮
ず
る
を
得
べ
し
6 

時
期
に
於
て
、
增
加
率
甚
だ
少
な
く
、
又

減

少

し

た

る

金

の

產

出

は

戰

审
R

依
て
何
等
の
影
響
を
蒙
る
可
き

笫

十

ー

餘

(

七七九

〕

雜
錄
欧
洲
戦
時
に
於
け
る
姐
货
、物偵

"
録替

®

場
'

笫六锶

七



&

の
に
非
ず
。
蓋
し
其
齑
出
地
が
歐
洲
以
外
の
地
方
に 

-

在

る

が

故

に

し

て

.
、

千
八
亩
九
十
九
年
よ
ゥ
苄
九
西
马 

年

に

'
,
至
る
間
、
：
ボ
!

ァ
：：

戦

辦

に

依て
生
：じ
た
.る
：影
響
0
 

免
き
；は
、
除
外
例
を
以
て
見
る
^

き
も
の
な

‘ク

O

金
の 

產
出
額
は
千
九
百
十
二
年
を
以
て
、
九
千
七
既
四
十
莴
' 

磅
に
達
し
、
從
來
の
記
鎌
を
打
破
し
た
る
が
、
其
儉
T ; 

九
哲
十
|
1

1

年
ょ
b
.
同
十
五
.年
に
至
る
三
年
間
に
於
て
は 

九
千
五
西
海
磅
ヽ
九
千
三
百
.
五
十
萬
破
、
九
千
六
百 

九
十
^

镑
を
數
へ
、
千
九
面
十
六
年
に
は
九
千
九
西
萬
. 

磅
に
達
し
、
千
九
西
十
七
年
に
は
一
億
磅
R

i l

る
も
の 

V
J

推
*

せ
ら
る
。
思
ふ
に
將
來
に
於
け
る
金
の
產
出
類 

R

就
て
は
、
金
鍍
業
地
方i

i

戰
讲
起
る
か
、
又
は
新
鑛 

山

發

見

.
せ

ら

る

、

か

、

一

一

者

の

I

を
以
て
せ
ざ
れ
ば
、

' 

.

世
人
を
驚
か
す
も
切
な
か
る
可
し
。

一
方
に
エ
業
上
の
', 

目
的
を
有
す
る
金
の
消
#
额
は
ぐ
近
年
に
於
て
は
|

年
ー
一
. 

千
五
百
靡
破
と
計
算
せ
ら
れ
、
又
印
度
埃
及
等
の
金
吸
. 

收
高
は
.
千
九
贾
十
年
に
.は
.ー
一
千
四
| |

三
十
蔣
破
、
千
九 

W

+

I

年
に
は
.

1

1

千
七
首
六
十
离
破
、
千
九
百
十
ニ
年

に
は
ニ
千
九

|-
)
四
十
蔣
磅
に
思

5
た
る
が
、
爾
後
滅
少
'丨
 

し

、
千
九
西
十
四
年
に
は
八
百
四
十
蔣
磅

.に
>

千
九
百 

十
芄
年
に
は

$
]5
|

六
十
离
硫
を
爲
れ

6
.
。

即

ち

工

業

上
 

の

消

費

®

と

埃

及

印

度

：
©

^

收

高

と

を

合

せ

た

.
る

も

の
 

を
以
て
、
.千
九
百
十
六
年
に
於
て
ニ
千
萬
磅
、
千
九
百 

:+
4
年

に

於

編

千

萬

磅

、
爾

雷

千

萬

磅

£

、

一
 

.方
に
上
記
の
產
出
猶
ぁ
り
と
す
れ
ば
、
千
九
百
三
十
年 

に
.至
る
金
貨
の
索
職
高
は
左
表
の
如
ぐ
爲
る
可
し
む

|

 

金

貨

累«

尚

仳

界
0

人

口

人

口

一
 

年

ー

、
七
三
§

暮

ー

、
七

丑
°1

人
ー|
 

W

\ 
:

一
.九
ニ
〇
年
：

ニ

一

、八
I
 

.1

三

六
 

;
一
九
二
五
年.

1
5
H
T
O

1、九
0
〇

ニ

四

玉

一.

.
一
九
三
〇
¥

，
ニ

、
五
；
七

〇

一
、
九

七

五

_ 

ニ
六
一
.

'
故
に
現
戰
爭
の
如
何
に
：拘
は
ら
ず
、
千
八
百
九
十
三 

年
乃
至
同
九
十
七
年
以
後
發
生
レ
っ
.、
ぁ
る
經
濟
的
要 

素
は
將
來
多
年
に
瓦
つV

繼
續
す
可
き
も
の
と
す
。

® 

戰
爭
の

.爲
め

H 

.物
價
、
所
得
、：
賃
銀
等
が
金
產
出
額 

增
加Q.

齎
す
よ
り
も
大
な
る
程
度
に
於
て
騰

*
す
る
本

當
然
の
勢
に
し
て
、
戰
爭
の
繼
續
中
は
騰
貴
の
勢
を
大 

に
し
、
戰
時
に
於
け
る
備
貴
の
大
な
り
し
だ
け
、
平
和 

時
代
に
於
け
る
反
動
を
大
な
ら
し
む
る
に
至
る
可
しo 

然
れ
ど
名
今
囘
の
戰
，部
終
熄
後
と
ナ
。ホ
レ
ォ
ン
戰
後 

ビ
を
比
較
す
る
に
、
其
間
に
事
情
の
相
違
著
し
き
も
の 

あ
る
こ
と
を
薇
め
ざ
る
可
か
ら
ず
。
蓋
し
一
世
紀
以
前 

に
於
て
は
金
逄
出
高
は
停
滯
的
地
位
に
居
6
、
金
貨
の 

累
積
高
茆
漕
し
か
ら
ず
、
加
利
福
尼
幷
に
濠
洲
に
於
て 

金
鑛
の
發
見
せ
ら
る
、
ま
で
、
商
X
業
は
不
景
氣
を
脫 

せ
ず
、
戰
#
の
影
響
を
囘
«
す
可
き
作
用
に
缺
く
る
も 

の
^

bた
$ VJ

雖
も
、今
や
金
貨
の
累
積
高
は
著
し
く
、
 

將
來
增
加
す
る
の
徵
候
あ
&

、
.
故
に
戰
後
に
於
け
る
經 

濟
上
の
打
擊
の
如
き
、
其
分
量
に
.於
て
、.
又
其
時
期
に 

於
て
、
典
に
制
限
せ
ら
る
可
ぐ
、

I

時
の
打
擊
の
終
れ 

る
時
に
於
て
は
、
物
價
の
本
準
點
の
，如
き
は
、
戰
前
に 

比
較
し
て
、
.却
て
其
高
き
を
見
る
可
き
^
&
。

五
’
外
_
員
替 

千
九

西
十
五
年
七
月
以
後
に
於
け

る
爲
替
の
働
搖
を 

第
十一

饴

聯
合
國
、
敵
國
幷
に
中
立
國
の
ー
|
1者
.に
區
別
し
て

、

0 

察
ず
る
に
、
此
期
間
猶
爲
替
は
聯
合
諸
國
に
於
て
は

、
. 

常
に
現
送
點
を
超
過
し
て
打
步
を
生
じ
、
中
立
國
に
於 

て
は
現
送
點
に
居
る
か
、
’又
は
其
以
下
に
居
れ
纟
。
戦 

メ

^
以
前
に
於
て
は
爲
替
湘
場
を
調
節
す
る
爲
め
、
‘
金
貨 

を
現
送
す

.る
®
用
は
狭
隘

a
る
限
於
內
に
上
下
す
る
に 

止

^
れ

i
と
雖
も

、

開
戦
後
運
賃
保
險
料
共
に
騰
貴
し 

た
る
に
加
へ
て
、
日
々
變
動
し
、
現
に
五
月
中
の
或
る 

一
ロ
は
於
て
和
蘭
宛
金
貨
の
保
險
料
は
前
日
に
比
し
て 

11

倍

し

、

又

ィ

ー

、

H

ル
、
フV

ラ
ン
.ク
リ
ン
成
の
說
明
に 

\

從
へ
■ば
、
千
九
西
十
六
年
五
月
十
七
日
に
於
け
る
金
貨 

|

運
賃
幷
に
保
險
料
の
增
率
は
佩
爾
西
一
分
八
分
の
一
、

\

和
蘭
三
分
、
伊
太
利

.

一

分
ニ
厘
五
毛
、
露
B
35
四
分
乃 

至
芄
分
、
西
斑
牙1

二
分
、
；
端
西
一
分
、
ど
爲
れ
る
狀
傭 

な
り
し
を
以
て
、
兹
に
戰
時
金
貨
現
送
點
な
る
も
の
を 

生
じ
、

「

千
九
苜
十
三
年
ビ
比
帙
し
、
現
送
點
は
右
比
率 

だ
け
低
く
、
其
以
下
に
爲
替
栩
場
の
低
落
し
た
る
ビ
き

に
、
金
貨
の
歟
出
-'
5
:惹
_

^

载

以

；冗_

節
を
#
芩
こ
と

ハ
七
八

〗
〕

0 

0

,

軟
洲
喁
晔
に
於
け
る
姐
^

、物
偎
、爲

'^
相
揚 

雄

六

鉞

七

五



辦
十一

怨

(

七
八
ニ>

雜

錄

欧

洲

戦

時

に

於

け

る
墨

、物
似
、爲
弹
相

揚

第
S

七
み
、

、
爲
れ
气
今
千
普
十
五
年
七
月

i

千

九

西

十

六

年

五

、六
月
に
至
る
爲
替
相
場
を
揭
ぐ
る
に
§

如
し〈 

戰
(f
i
幷
に
ー
.九

一

五
，年
七
月
以
降一

九
'

i

六
年
六
月
塁
る
偷
敦
爲
替
：最
高
最
低
相
場
.

N

I

N

I

^

J

t

e

/

 の

：
相

痗

：

宛

先

紐

育

' 

，

和

：

0 

.ス

.ヵ
ゾ
デ
，ヰ
ナ 

.
ヴ
斗
r

西

..班

米
 

瑞

0 

巴

M
 

讲

太

利
 

彼

得

M

戦
爭
前
の
‘ 

相
#

.

,

四
、八
八
丑 

一
 

ニ
、

I 

四

一
八
'

m
.

ニ
六
、
―-'

五

, 

ニ
5

八 

ニ
五
、
一
八

ニ
近
、
三
〇

ぐ

九
六
、
一
〇

:

日

1

九

1

五
年
九
ガ一

日 

一
九
.

一

六
年
一
刀
七
日

1
九
.
.
.

一

六̂

五
^
十
日

同

：

五
另
：五
日 

同
' 

四
月
十
四
日 

1

九

J

3/
.

年
七
月
十
九
n

 

一
九1

五
够
七
月
十
四
日 

同 

七

月

一
日

爲
替
相
場
の
變
動
は
或
る
重
大
な
る
原
則
に
服
從
す 

可
§

も
の
な
6

ビ
雖
も
、
其
細
0

に
就
て
は
、
對
外
偾 

務
の
關
係
に
基
く
#

殊
の
原
因
に
支
配
せ
ら
る〜

點
ぁ 

1

。
第

！
聯
合
諸
國
に
就
て
見
る
に
、
諸
國
は
靡
隊
の 

必
要
と
す
る
物
資
の
供
給
を
豐
甯
な
ら
し
む
る
の
必
要 

ょ
り
、
輸
入
の
塘
加
を
來
し
、
殊
に
佛
國
に
於
て
は
、 

敵
國
耶
隊
に
領
土
.
の

一
.

部
を
占
領
せ
ら
れ
^

る
爲
め
こ

利

.'

低

：

期
ノ
丨
丨
日
：

■
■ 

:

0

、
五
ニ

一

 

九

一
.

六
年
.
.万

十
九
：！：

一.
〇
>
烟
六 

一
.

九一

五
¥

七
力J

日

ー.
五
、
.—
五 

同

七

月

三

十
I

n
 

ニ
ニ
、
七
五 

同

七

：
^
 

一
 

n

 

ニ
四
、
六
ち 

同

同

- 

ニ
六
、
四0

〖

九

1
$

四
月
十
四m

 

ニ
九
、

§

 

.

1

九
.I:

六
S

方

晋
 

ニ
ー
ス 

同
‘

' 

..月
四

最V

高

四
、七
七
ニ
3£

ニ

、九
玉

.
1

八
、
三
〇

ニ
五
、九
七 

ニ
五
、九
〇 

ニ
九
、〇
三 

三
ニ
、
三
〇 

1

六
四

外

國

貨

物

の

儆

入

を

必

耍

ビ

し
.、
伊

太

利
^

共

に

外

國

、

る
に
至
れ
り
。
但
し
佛
蘭
西
.は
戰
後
'ヴ
工
ル
ダ
り
、

マ 

;

ル
ヌ
、

ミ
ユ
ー
ズ
其
他
の
戰
地
R

於

け

る

戰

踏

を

^

察
 

す
る
目
的
を
以
て
.、
：
外

國

人

殊

：

に
.米
國
人
の
來
遊
し
1 

若

干

の

旅

費

を

消

費

す

る

に

依

て

、
還
谇
の
識
失 

を
恢
復
す
可
く
、
又
戰
時
の
今
日
に
於
て
も
、
佛
國
に
，

f [

屯
す
る
英
國
軍
隊
の#

消
金
に
依V

、

一
 

部
の
恢
復 

を
求
め
つ
、
ぁb

と
す
。
；
伊
太
利
に
至
て
は
、
外 

客
锻
消
金
の
減
损
に
加
ふ
る
に
、
外
國
移
民
の
送
金
社 

絕
を
以
て
し
、
ア
イ
ノ
ー
チ
氏
は
是
等
二
様
の
損
失
を 

以
て
、
年
额
十
傭
乃
至
十
二
億
：リ
ラ
に
居
る
可
し
と
針 

算
し
た

&

。
金
貨
を
輸
出
し
て
、
國
際
貨
借
：に
於
け
る 

不
利
の
狀
態
をE

正
す
る
は
、̂

H

H

外
の
國
に
於
て 

は
、
之
を
行
ふ
能
は
す
、
輸
出
の
增
進
亦
戰
時
內
國
の

I

_
一
 

九

丨

て

三

_

年

!

生
産
力
に
.對
し
て
、
大
な
る
崖
迪
の
加
へ
ら
る
，
揚
令 

に
於
て
、
.之
を
望
む
こ
と
因
剪
*
り
と
す
れ
ば
、
戰
前 

に
行
は
れ
來
れ
る
.輸
入
を
減
縮
し
て
、
以
て
救
濟
の
道 

を
求

め
ざ
る
可
か
ら
ず
。
然
も
外
國
質
為
に
關
す
る
報 

吿
に
徵
す
る
に
、
不
利
な
る
貿
易
の
差
額
の
增
迤
し
て 

己
^

ざ
る
J

J

X :

表
.
に
揭
ぐ
：る
合
衆
國
：

V
J

英
、
#
、»

、 

伊
諸
國
ビ 

'の
輸
出
入
賀
易
に
依
で
、
之
釔
知
る
を
得
ベ 

し

.0(

單
位
一
.千
典
.

)

.

.
：

九

對

手

國

五

i)X

合
衆
國
ょ
リ 

輸
出
超
過

輸

入

輸

輸

入

輸

m

英
W

利
ニ
七
ー
、九玉
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九
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、
セ
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こ
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八
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七
七
七
I

s

八
、
一
一
九
ぶ
ハ 

佛

蘭

西

一
‘

三
八
、さ
i

1

五
.
三
、
九

ニ

ニ1

四
、
九

八
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三
ニ
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ン

こ

五
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六

五

H
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六
四
三 

供
太
利
；
五五、三ニ

‘

ニ
七
八
、ふハ七五

.

,

二
三
、
三
五
三

細
育
宛
偸
敦
爲
替
相
場
は
千
九
：白
十
五
年
七
.甩
ミ
千 

九
西
十
六
年
四
月
ビ
を
比
敕
す
る
.に
、
共
に
平
準
相
場
一 

に
對
し
て
、
一
一
分
の
割
引
を
示
し
、
金
貨
の
輸
出
せ
ら 

る
可
き
狀
耀
に
居
6
た
る
が
、
右
の
期
間
內
に
於
け
る
一 

特
殊
の
猢
日
^
相
場
の
變
磡
し
れ
る
程
度
は
颇
る
大
な

第
十
一
.
卷
ン

(

七
八
1

S

雑

錄

欧
洲
戦
時
に
於
け
る
通
敦
、物
似
、爲
敗
相
揚

出

合
衆
國
よ
リ 

輸
出
超
過

1

九
一
三
¥

1: 

斜
す
る一

九
'i 

五
半
の
埘
加

一
、一

九
'-
;

五
九
六
九
3

三
、
ニ
七
三
六
〇
四
、
四
九
六 

四
九
力
、九
四
四
四
 

一
一ー、
0ー一
 
六

四

〇
七
、〇
H

七 

ニ
、
四
.
三
-

.

-:
'

1

ニ
，
四

、
六

三

与

-—
*
.
.ニ
1

ー
、
ニ

三

〇

ニ

八

’
苽
八
七 

五
八
、3/
.

五
九’

'

ニ
七
〇
、六
六
八

i
n

九
、
一
〇
九
一
九
五
>
七
五
六

ノ
る
も
の
あ
ぅ

。
.即
ち
千
九
西
十
五
年
セ
爿
に
於
け
る
相 

\

場
は
四
弗
.七
十
七
仙
八
分
の
一
ょ
&
四
弗
七
十
六
仙
八 

分
：の
五
に
、
八
月
に
於
げ
：る
相
場
亦
四
卵
七
十
六
仙
半 

Z
に
始
ま
り
、
月
末
に
於
て
は
四
卯
五
十
九
仙
四
分
の
三 

に

下

落

し

、

九

月

一

日

に

は

四

弗

五

十

二

仙

に

，：下

落

し

.

第
六
號

七
七
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第
六
號

七
八

て
、
K

戦
以
來
最
低
の
記
錄
ビ
爲
れ
り
。
兹
r c
^

て
か
. 

W

局
に
應
ず
る
政
策
を
*

ず
る
の
必
要
認
め
ら
れ
、
千 

九
西
十
五
年
十
月
十
五
0

五
億
弗
の
：英
怫
公
债
、
M

育 

に
：於
て
I

行
せ
ら
れ
、
十
月
一
日
ょ
ぅ
十
ニ
月
ロ
ー
ナ
ー 

W

に
至
る
間
、
合
衆
國
R

向
つ
て
、英
蘭
鈒
行
の
仅
付
け 

&
れ
た
，る
金
貨
は|

千

七

|-
1
萵
卵
を
數
へ
た
6

。
是
等 

£

截
の
實
行
中
爲
#

相
場
の
變
励
を
見
る
に
、
九
弓
卜 

旬
ょ
ぅ
十
月
中
旬
に
於
て
は
、
四
典
七
十
ニ
仙
半
ょ
り 

四
弗
六
"
|
~八
似
の
財
を
上
下
し
、
十
月
ニ
十
五
日
^

, 9 

弗
六
十
三
仙
に
下
落
し
、
後
四
弗
六
十
五
仙
に
恢
復
し 

た
る
後
、
洱

び

十

I

月
一
日
：に
至
り
て
四
卵
六
十
ニ
仙 

华
に
下
落
し
た
5

。
斯
る
狀
態
は
内
外
諸
國
に
於
て
大 

な
る
注
®

を
惹
起
し
、
現
に
ロ
リ
ア
厌
の
如
き
.
は
、
之
に 

對

し

て「

自

然

の

傾

向

.
は

不

利

な

る

贸

為

差

额

を

決

濟
 

す
る
に
、
金
貨
の
輸
岀
を
以
て
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
ど
靡 

も

、
金
貨
の
輸
出
を
妨
害
す
る
の
_

實
あ
ら
ん
か
电
4

 

の
起
る
を
邀
む
能
は
ず
、
：當
時
の
英
國
は
金
貨
の
輸
出 

を
ゎ
は
し
め
ざ
る
本
位
制
度
を
有
し
た
る
も
の
な
ぅ」

と
許
し
た
ぅ
。
然
ら
ば
偸
敦
は
戰
餅
の
故
を以
て
、
儿 

自
由
金
道

た

る

の

管

擲

た

ざ

每

か

ら

ざ

るか
。

S

し
世
界
に
康
出
せ
ら
る
. 

>
金
の
.
S

分
2

1

は
大
英
&

 

國
の
版
圖
內
.に
在
る
も
の
に
し
て
、
猜
て
爲
替
K

引
を 

外
に
し
で
、.

英
國
は
‘年
々
新
に
產
出
せ
ら
る
、
金
の
し
、 

■
千
萬
#

を
支
^

す
る
の
地
位
に
：立
.て
6

ビ
す
す
し
。
今 

戰
時
^

於
て
余
は
內
國
流
通
上
の
用
途
ょ
b

節
^
せ
ら 

れ
、
曩
に
通
貨
維
持
の
爲
め
に
要
せ
ら
れ

^
る
金
の
不 

用

v
j

爲
れ
る
と
共
に
、
輸
出
の
餘
裕
を
大
な
ら
し
め
た 

る

を

以

て

、

銀

行

の

準

備

金

又

.
は

政

府

紙

幣

の

準

備

金
 

ビ
し
て
必
要
な
る
部
分
を
除
き
、
余
貨
を
外
國
に
輸
出 

す
る
に
就
て
、
特
に
妨
害
を
加
ふ
る
の
必
®

を
存
す
る
' 

名
の
ど
！i|

む
可
か
ら
ず
。
M

し
て
世
間
の

|

部
に
^
、
て 

は
金
貨
?:

輸

出

し

、

叉

は

其

輸

出

を

促

す

，
が

如

き

所

，
 

を
以
て
、
愛
國
心
に
反
す
る
が
如
く
S

ふ
る
者
t

 

と
雖
も
、
事
實
忙
於
て
は
、
千
九
百
十
六
年
三
月
末
ロ 

に
終
る
九
箇
月
問
^
於
て
英
蘭
飯
行
の
取
付
け
も
れ
た 

る
金
貨
は
七
.千
萬
磅
に
及
び
^

り
。
現
に
紐
育
ク
ロ 

ニ

ク
-

ゲ
が
千
九
西
十
六
年
七
月1

日
の
-
誌
上U

於

て

「

今 

H

?

の
實
カ
は
--
*
-
1欉
0

方
面
忙
發
现
し
っ

 ゝ

あ
^

V。

第
’

1

聯
合
諸
國
の
爲
め
に
行
ひ
つ
ゝ

あ

る

^
額 

の
物
資
代
金
を
支
狒
ふ
爲
め
に
'、
金
貨
幷
に
有
價
證
券 

を
備
.ふ

^ .

の
能
力
あ
る
こV

J
、

第

一

一

戰
#

の

繼

續

に

必

、 

耍
'な

る.互
.额

の

資

金

が
_

集

せ

ら

る

ゝ

こ

？

是

れ

に

'
し 

で
、
昨
年
中
旣
に
合
衆
國
に
金
貨
を
輸
送
し
*

る
も
の 

、
大
な
る
後
を
承
け
-'
>

M

に
本
年
五
月
以
來一

億
五
千 

萬
弗
の
：金
貨
を
輸
送
し
た
り」

と
云
へ
b

。，

,

思
ふ
に
爲
替
調
節
0
.方
法
：た
る
可
き
も
の
.を
求
め
ん 

か
、
金
貨
を
輸
出
す
な
こ

と

も
、
對
手
國
ヾ」

の
間
に
於 

け
る
贸
易
.上
•の
不
利
な
'る
差
额
を
減
縮
す
る
こ
ビ
も
、
 

外
偾
を
發
行
す
る
、

)

V
Wも
、
有
«
證
券
务
貝
却
す
る
こ 

ビ
も
、，'其
方
法
た
'る
を
失
は
ず
。
へ
然
fe
-
:合
窗
に
對
し

- 

て
多
卿
の
金
貨
を
輸
出
せ
ん
か
、
同
®!
^
:於
け
る
諸
%. 

偕
を
騰
貴
せ
じ
む
可
き
.を
以
て
、
英
國
ば
讓
上
の
必
、，
 

®
ょ

合

衆

|1
に
就
て
買
入
’る
y

物
資
に
對
し

て

r 

支
.
’挪
.ふ
も
の
益
々
大
.な
ら
ざ
る
^
得w

る
可
く
、
龅
て
.

此
調
節
策
は.

貿
易
の
逆
勢
を
大
な
ら
し
む
る
に
終

.

ら
ざ 

る
を
得
ず

o

#

«

^
集
に
就
て
考
ふ
る
に
、
千
九
西
十 

五
年
末
に
於
け
る
外
債
の
如
き
、適
當
の
條
件
を
以
て
、 

成
立

.

せ
ざ

#

し
の
事
例
あ
り
。
又
輸
入
を
制
限
し
、

j

方 

に
輸
出
を
增
加
す
る
は
、
終
局
の
，効
娘
あ
り
ビ
雖
も
、
樹 

ぼ
或
：る
時
期
を
要.

さ
V

る
を
得
ず
。
玆
：に
於
て
か
*
育 

市
爆
の
購
入
す
可&

有
價
：©
券
を
寶
却
す
る
の
方
法
は 

千
九
百
十
五.

.年
の
秋
乖
以
：來
行
は.

れ
、
其
結
果
は
直
に 

爲
替
相
場
に
現
は
れ
、
十1

.

月
一
日
と
同
月
三
十
口
と 

紅
.

比
®

す
る
に
、
栩
場
は
四
服
六
十
ニ
仙
半
ょ
り
四

^

I

七
十
仙
半
に
騰
：貴
し
た
b

。
然
も
有
價
證
券
の
雛
出
を

\

年
+-
ニ
月
十
七
日
_
に
.同
ニ
十I.

日
を
以
て
、
卯
證
券

の
：動
員
計
畫
を
制
定'

公
布
し
、'

大
藏
省
は
直
接
に
那! ® 

资
を
罵
入
る.

〜

か
文
は
其
‘

预
託
を
愛
け
，.

必
荽
'に
靡
じ 

て
.

之
を

.

合
衆
國
：：に
賣
却
す
る.

こV
J

し
、? 2

る
が
故
に
此.

.

同
年
十
一
一"

月
十

1

;
 

印
相

_

ば

四

弗

千

九
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場
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怨
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似
、爲
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相
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第
六
號

§

月

九

日

ょ

上

ハ

月

末

に

至

る

間

常

^

四
典
七
十
六
:1
1
|.乃

:

金
四
卯
七
十
七
仙
の
邊
を
上
下
し
た
ぅ
。
而
し
て
千
九

瓦
十
六
年
五
月
に
至
る
や
、
政
府
は
爽
に
此
計
畫
に
於

け
る
步
を
進
め
、
大
藏
潘
の
公
示
し
た
る
H

錄
に
該
當

す
る
弗
證
券
に
し
て
賣
却
又
は
預
託
の
爲
'め
に
國
庫
R

提
供
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
に
對
し
て
は
證
券
ょ
り
生
ず
る

所

得
.

I
.

磅
に
付
き1

ー
志
0

割
合
を
以
て
、
附
加
所
得
税 

5T
M

す
る
こ v

j

、
し
た
-CS;

°

斯
く
て
是
等
の
計
#

ー
は
爲
替
5:

鱗
正
す
る
目
的
を
1
 

し
た
る
が
如
し
ビ
雖
も
、
尙
ほ
鱗
正
策
の
极
抵
は
之
を 

輸
出
の
增
迤
？
輸
入
の
減
縮
ビ
に
求
め
ざ
る
可
か
ら 

ず
0

而

し

て

後

教

に

就

て

は

、
政

府

は

或

る

輸

入

^

禁

と
 

し
、
又
は
制
限
す
る
の
處
货
に
出
で
た
る
が
、本
來
國
祭 

貨
借
は
終
局
に
於
て
均
猶
を
求
む
可
く
、
不
利
な
る
資 

身
の
差
额
も
亦
調
節
せ
&

る

可

き

も

の

な
薇

し

 ̂

®

券
が
.寶
却
せ
ら
れ
、
又
は
擔
保
と
しV

使
用
^
ら
る 

、一

方
に
、英
國
が
合
衆
國
に
公
债
を
募
集
せ
ん
炉
、
戰 

爭
前
に
英
國
が
金
利
又
は
配
當
金
の
形
態
.に
於
て
有
し
.

た
る
無
形
の
輸
出
は
自
ら
減
少
し
、
戰
後
之
を
填
¥1
す 

る
爲
め
、
存
形
的
輸
出
を
爲
す
か
、
又
は
輸
入
を
減
縱 

す
る
を
®
す
可
し

V
J
»も
、勞
働
不
id
の今

：！：

に
於
て
、
 

前
者
を
望
む
は
甚
だ
離
く
、
後
者
亦j

般
人
民
の
力
に 

依
て
始
め
て
行
a
る
可
き
な
ゲ

P

,
以
上
對
米
爲
替
に
就
て
の
み
論
述
し
た
る
が
、
和 

W
、
丁
妹
、
瑞
典
、
諾
威
諸
■
に
對
す
る
爲
替
■は
如
呵 

と

云

ふ

に

、

本

來

聯

合

諸

國

は

直

接

.に

も

又

間

接

に

も
 

金
の
獨
逸
に
_
送

せ

ら

る

x

を

妨

害

す

る

，

」

マ

」

?:
以

て 

其
政
策
ど
す
る
も
の
に
し
て
、
現
に
英
國
政
府
の
如
き 

敵
國
に
輸
遂
せ
ら
れ
ざ
る
の
證
言
を
得
て
、
始
め
て
金 

F
を
？
藤
港
»
に
»■
送
す
る
の
方
法
を
取
h
、
®
R .
自 

國
內
の
金
貨
の
み
に
Jh
ま
ら
ず
、
合
衆
國
其
他
諸
外
國 

ょ

り

輸

送

せ

ら

る

、
金

貨

に

.
も

闾

樣

の

制

限

を

施

す

が
 

故

に
?r
藤

に
It
送

せ

ら

る

、
金

貨

：は

賀

為

上

の

差

^1 

を

決

濟

す

る

に

足

ら

ず

、

千

九

西

十

六

年

」

月

^

日

に 

於
て
は
、
爲
替
栩
場
は
十
グ
ル
、デ
ン
四
六
の
£
き
に
至 

り
で
、

一
割
！ー
寒
ニ
厲
の
'割
引
を
示
し
、
五

月

七

慕

磅
の
大
藏
省
證
券
、
和
蘭
の
買
收
す
る
所
€

爲
ぅ
、
同 

月
末
爲
截
相
場
十一

ダ
ル
デ
ン
七
に
恢
復
し
、
三
分
の 

割
引
と
.爲
れ
り
。
瑞
典
ツ
勝
威
、
T

抹
は
爲
替
に
關
し 

て
同
機
の
地
位
t

e
居
る
も
の
マ」

す
可
し
。
即
ち
千
九
西 

十
六
年 
一j 
B

瑞
典
政
府
は
國
立
銀
行
の
金
買
入
に
關
す 

る
«

務
を
免
除
す
る
法
# :
^ :

制
定
し
た
り
。
是
れ
對
英 

輸
出
の
增
加
に
f

 

®
J1
I
Lハ
に
多
额
の
金
貨
流
入
し
來 

6

て
"
通
貨
の
膨
脹
を
招
く
の
勢
を
阻
止
す
る
の
必
要 

に
出
で
犮
る
も
0
.
に
し
て
、
四
月
に
至
り
、
諾
威
、
丁 

抹
亦
同
樣
の
處
置
に
出
で
、
諸
國
の
鈒
行
.紙
幣
は
金
貨 

に
此
較
し
て
、
若
干
の
打
步
を
有
し
、
瑞
典
の
如
き
千 

九
百
十
五
年
七
月
に
於
て
は
十
八
ク
ロ
ノ
I

ル
一
六
の 

平
準
相
場
に
對
し
て
S

:
十
八
'ク
ロ 

ノ
_

ル
三
〇
に
居
れ 

る
爲
#

が
’

,

九
月
に
至
り
て
^

準
と
爲
b

ヽ
千
九
苗
十 

六
年
四
月
二
十
六
日
に
は
十
五
.
ク
.ロ
ノ 
I

ル
.
八
0

.と
爲

一，

九

】

：
三

年
 

對

手

國

輸

入

輸

 

'出

出

超

 

獨

逸

ー

八

四

、
ー.ー

ニ

三
5

、
允

三

〇

H

ハ
七
、七
一
九 

丁

妹

.一一、

四

六

七

一

八q

ハ|

七

、

T
パ
、j.

五
〇

.

ぅ
て
、

一
割
九
分
：

1

厘
の
割
引
を
示
し
た
.

CS 。

、 

獨
逸
に
於
け
る
海
上
質
易
の
：減
縮
は
獨
逸
の
紐
育
幷 

に
和
蘭
に
對
す
る
爲
替
相
場
に
大
な
る
變
lr
j
/
i
を
惹
起
さ 
|

し
め
.た
6
。
即
ち
獨
澳
雨
國
の
封
潋
は
總
て
邨
事
的
惯 

\

値
あ
る
貨
物
0
爾
國
に
到
達
す
る
こ
ミ
を
妨
げ
、

I

方
一 

|

に
雨
國
の
輸
入
は
ベ
ル
チ
ッ
ク
海
を
經
由
す
る
地
方
以 

|

外
に
及
ぶ
能
は
ざ
る
に
至
れ
b
。
隨
て
合
衆
國
に
對
す 

\

る
獨
逸
資
易
に
於
で
も
亦
戰
■
の
影
響
を
受
け
た
る
こ 

VJ

論
を
俟
た
ず
ど
雖
も
、
同
時
に
獨
逸
.に
隣
接
す
る
諸 

國
に
對
ず
る
合
衆
國
の
質
易
に
就
てI

考
せ
ざ
る
可
か 

\

ら
す
。
蓋
し
合
衆
®.
'
の
■
資
に
し
て
、
中
立
國
を
經
て 

I

獨
逸
に
輸
入
せ
ら
れ
た
る
も
の
あ
れ
ば
な
り
。
今
、
合 

衆
國

と

猶逸
.、
燠
地利

.
®

牙

利

、
'
和

蘭

r

T
拔
、
諾
威 

I
瑞
典
と

の
質
易

に
就
て
、
千
九
百
十
三
年
e
千
九
W
十

五
年
ビ
を
比
較
す
る
は
、
左
®
如
し
。
.

(

寒
位
，

1

千
®)

一

九
.

一
：

五

年

.

ス

超

輸

.入
‘

輸

出

出
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超
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三
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第

十

一

饴

(

七
八
八)

雜

錄

歐

洲

^

^

に
於
け
る
通
貨
、物
似
、爲
择
相
勘

¥
:
ハ
號

八

和

湖

三

七

、
六
三
九 

一
ニ 

j

 

>
五
玉
考 

m

威

八

、四

一

ニ

九

、
ニ
五
六 

瑞

典

.

ニ

、
八

七

五

j

三
、M
A

六 

豸

國

一

九

、
〇

八

四

ニ

ニ

、
ニ
四
四

八

三

、
九
一
三
ゾ 

•

八
四
四.

1

、七1

一
 

三
、一

六
〇

右
の
表
に
據
れ
ば
、
米
獨
兩
國
間
の
賀
易
は
千
九
百 

十
五
年
に
於
て
は
、
千
.
九
百
十
三
年
に
比

較

し

て

.
、

，
約
 

十
分
の
一
に
低
減
し
た
る
こ

ビ

を

可
し
。
然
r L
r
 

も
獨
逸
に
隣
接
す
る
諸
中
立
國
に
對
す
る
合
衆
國
の
輸 

出
の
^

力
し
^

る
^

實
に
r

み
る
ビ
き
は
、
千
九
••!
?
!
十 

五
年
に
於
て
は
諸
國
の
合
衆
國
ょ
り
，輸
入
し
た
る
物
資 

.
の
*

逸
に
輸
&
ゼ
ら

-
れ

たる
こ
マ

J
.

を
.
示
す
も
の
と
す
可 

く

、

隨
て
合
衆
國
に
對
す
る
獅
逸
外
國
賀
爲
の
減
少
は 

世
間
の
想
像
す
る
が
‘

如
く
大
な
ら
ざ
る
可
し
。
然
も
聯 

合
諸
國
ビ
獨
逸
と
を
對
照
し
、：
聯
合
諸
國
の
爲
替
栩
場
. 

に
於
け
る
低
落
が
異
常
の
輸
入
に
基
ぐ
に
反
し
、
獨
逸 

に
於
て
は
輸
入
減
少
し
て
、
尙
ほ
爲
替
相
場
の
逆
勢
に 

.
居
る
は
何
故
な
り
や
。
蓋
し
»
逸
は
爲
替
相
場
の
調
節

}

四
.;
»
六

三

七 

三

九

、
八

九

〇 

七

三

、
四

三

ニ

I

 

'

1
1

八
々
四
九
四h

.
v
©

三
、J

 

'三
.
.
で 

I—

六
、
九

八

ニ

四

六
V

八
七I I

I

I

 

H
、
n
l

七

.四

八

四

、

八

〇

七

.

玉
、
ニ
ニT

五
、
三
一.1

五 

I

〇
四 

I

I

を
求
む
る
爲
め
に
、
大
な
.る
程
度
に
於
て
、
金
貨
を
輸 

岀
す
る
を
囘
避
し
烙
b
。
而
し
て
開
戰
當
初
r:
ム
ス
タ 

丨
ダ
ム
幷
に
絲
育
に
於
て
、
獨
逸
は
巨
額
の
外
國
有
價 

證
券
を
賣
却
し
、
以
て一

時
の
急
に
應
じ
た
る
が
、f 

方
ょ
り
云
ふ
'̂
き
'は
、
此
»
た
る
、
千
九
西
十
五
年
の 

終
に
至
.
6
、
獨
逸
を
し
て
是
等
有
價
證
券
ょ
6
生
ず
る 

利
子
を
喪
失
し
、
無
形
‘の
輸
出
を
減
縮
す
.る

に

至

.ら

し 

め
た
る
こ
と
を
否
定
す
可
か
&
ず
。
中
立
諸
國
に
對
す 

る
獨
逸
爲
替
の
低
落
は
通
貨
の
偕
格
下
落
を
示
す
も
の 

に
し
て
、
獨
逸
炉
平
和
恢
復
後
永
く
金
貨
本
位
制
に
復 

歸
せ
ざ
る
以
上
は
、
此
狀
勢
永
續
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
可 

し
。

貧

困

論

「

貧乏物語

」

を讓む

'

小
泉
信
三

十
餘
年
前
讀
賣
紙
上
に
連
載
さ
れ
た
る「

社
會
主
義 

評
論」

以
來
河
上
博
士
が
持
つ
敷
多
き
愛
讀
考
の
一
人 

た
る
私
は
博
士
が
最
新
の
著
作「

貧
乏
物
語」

を
實
に
期 

待
を
以
て
讀
ん
だ
。
而
し
て
私
は
己
れ
の
期
待
が
欺
か 

れ
ざ
り
し
こ
と
を
喜
ん
だ
。
巧
妙
な
る
話
說
と
、
實
に 

朗
々
a
す
可
き
流
暢
無
比
の
x
ti
ど
に
魅
せ
ら
れ
て
全 

編
三
百
餘
頁
を
殆
ど」

氣
に
通
讀
し
、
終
k
最
後
の
頁 

の
最
後
の
，

一

行
を
鑛
み
終
べ
た
る
と
自
分
は
常
に 

學
問
文
寒
上9

饞
れ
だ
る
作
品
を
鑛
み
た
る
と
き
に
の 

み
感
ず
る
：一
種
の
滿
足
を
感
じ
た
。
]5
1
書
を
讀
ん
で
好 

い
事
.を
し
たV

感
じ
た
の
で
あ
る
。
私
は
.此
滿
足
を
威 

じ
つ
、
#:
に
^
紹
介
の一

文
を
草
す
可
く
筆
を
執
る
。

第
十〗

卷

(

七
八
九〕

.雜

銥

.赞

阑

論

未
だ
之
を
讀
ま
ざ
：る
者
に
此
書
を
薦
.

め
、
旣
に
讀
み
た 

る
者
に
向
つ
て

は
®
々
詳
ら
か
に
讀
後
の
感
想

.
を
諦
&

 

ん
が
爲
め
，で
あ
る
。

河
上
博
士
は
我
經
濟
學
者
中
稀
れ
に
見
る
名
文
家
を 

以
て
知
ら
れ
て
居
'る
。
け
れ
ど
も
私
ば
信
ず
る
自
分 

—

少̂
く
も
私
一
個
I

が
博
士
の
文
章
に
魅
力
を
感 

ず
る
の
は
其
文
字
の
技
巧(

或
は
技
巧
の
み)

に
ょ
る
の 

で
は
な
く
て
、
そ
の
雛
察
に
於
け
る
機
響
ビ
思
考
に
於 

け
る
獨
劍
ビ
の
故
を
以
て
C
あ
る
。
私
は
決
し
て
博
士 

の
着
眼
«
瘵
を
以
で
常
に
當
を
得
た
り
と
信
ず
る
も
の 

で
は
な
い
。
後
進
.吾
々
の
如
き
す
ら
、
博
士
の
唱
へ
ら 

る
'、
學
說
0
中
^
.服
し
：難
き
も
の
を
見
出
す
Z

ど
は
決 

し
て
！
 

ニ
に
しV

止
ま
ら
-ぬ
け
れ
ど
も
、
併
乍
ら
if
士 

の
學
說
に
對
じ
T
ば

如

何

に

異

見

を

懷

抱

す

る

も

.
の

と 

雖〔

も
、.
博
士
が
今
日
0
學
界
に
於
て
最
も
特
色
ぁ
る
學 

渚

0

1人
な
る》J yj

は
必
ず
之
を
杏
ま
科
で
あ
ら
ぅ
。
 

博
士
0

#物
.に
：は
常
.に

良

：か

れ

惡

.し

か

れ

其

著

考

の

顯
 

著
な
る
個
人
的
色
彩
が
.现
は
.れ
て
居
る
。
而
し
て
此
個

热
六
號

八

I

{
SV.
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